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茨 城 且 7 号 最：弱　　　　　　　　　 の現象が ，この年 ・ この試験 圃では見 られたので ある・

4．　お　わ　り　に

試験結果に明らかを如く，強品種栽植跡地の大豆は線虫

敏苔が大きく・弱品種栽植跡地の大豆は観音が′j、さく生

育が比較的良好である・この現象はA圃場もβ圃腐同様

でありまた各区個々にみた地合でも殆んど例外がなく・

同じ傾向を示してレトる‥すなわち従米の知見とは全く逆

なぜこのような線虫故事程度に逆転現象がみられたの

れ種々な原凶も推測されるのであるが・原因の追究別

途すすめることとし，ここには助力あえず一一般とは槻虫坂寄

の挫鹿が全く逆転する場合もあること衆報告するにとど

める．

麦ドリル拝の栽植様式別跡作大豆栽培法試験

中村元彦・崗構　造・小野正充

（福島県展試）

本県に於いては，従米・麦一大豆の表象作の作付様式

が畑作地帯の相当な部分を占めているが・慮近・両作物

ともその生産性の低いことから輸入品の圧迫を受け・又，

労働力の不足も杜はって次第に栽培面横が減少して居る・

しかしながら，これに代わ得る有利な作物や作付様式常

決定的なものがない状態であれさしあたっては・この

従米か．らの麦一大豆の乗裏作の作付様式を出米るかぎ少

生産性の高いものとすることが董薯となるが・これは－

大型機械化忙よる一貫作業によれ鈴人品に対抗し得る

見通しがついて居る・それがためには大型機械化のため

の基醜整備が必要となるが・これに比種々尚馴；あ少・

急速を切換え吐困難を状態である・そこで・こゝでは・

現在導入されている小型の作業様々利用して可能なかぎ

少生産性を高めることを目的として・前作麦のドリル播

栽培の跡作大豆の播種方法について，種々の様式を設け・

それらと，征米の麦間作大豆とモ比較して・小型機械化ノ

栽培の収量性と省力性について検討した・

1．　討：験　方　法

1．供試品種及び播種期

晶 区　　　　別

標　準　播 6　月16　日

：：；：霊宝笠鳥雲……呂
」ドリル播C跡」旦j

前　作　′」、麦

（ミクニコムギ）

6　月18　日

7　月　3　日

6　月18　日

月18　日
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2・試験結果及び考察

1．　大豆の生市

前作麦の栽植様式別の跡作大豆の生育は，前作麦を刈

取った後に晩砧されたドリル体力区は，他の区に比べて，

垂足，分枝奴等の生育誌が劣れ　開花期も2－5日程度

遅延している・その他の区はほとんど同様を生育で，特

に明らかを善はなかった・成熟期は開花期と同様な傾向

で，2－3日避れ，この時紬の各形感の調査では」、麦．

大麦跡とも，ドリルA区が短梓であった他は分枚数，着

乗数及び子実の充実についても地区に近いまでに生育が

挽回されて．挽種による生育日数の短縮（7－10日）

にもかゝわらず大差なかった．

栽植様式とは別に∴　前作物の種細別の大友跡と小麦跡

についてみると，ヤゝ早く播かれていることもあって，

大麦跡の方が傾向的に勝っている．

第1表　大豆の生育調査
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Z　大豆の収量

様式間の差は，大麦跡ではドリルβ＞カニC；標準で，

ドリルβ跡が最も多収で，他の様式跡は全く同程度で．

差がみとめられず，一方の小麦跡では，ドリルβ＞A＞

C岩躁準で．傾向的には大麦跡と大差をい．

第2表　大豆の収益及び子実の特性
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このような鮎果は，播種期の早晩と単位面援当少の栽

植木奴の多少と馳係が探く，町一播種期では，ある程度

までは，ドリ′レβ（u汀0本／〃）＞ドリルA（1111本／α）

＞ドリルC（9め本／♂）＞標準（9詑本／〃）と．智権に

なるほど多収を示し，小麦跡ドリルAのようiて，かをク

晩播されても．智植することにより，減収鹿をある程度

まで少くすることが可能と思われる．

る・　総枯と尚臨点

以上のように，麦一大豆の作付組合せK∴おりハて－夫々

の様式の収量性と小型観械化の点からみると，第1凶に

示したように，ドリルC区は表製作とも．施肥播種機に

よる機械化が可能であれ　収史的に　真一大豆両l′トとも

標準同様で，大豆の播種にさいしては，瞳巾が細面あるの

で，適期に間作維持の形で機械化が出米，一応のねらい

は浦足される・しかし，この方法では，間作が可能で．

夏作物に充分な生育期間を与えることが出米るが．朕量

的には中途半端である．

ドリルA区は，両作物の観械化一骨作業と生産性の向

上をねらって，間作を靡止し．夏作物は麦を収私した後

に作付するよう，岡地と作業の単純化がをされているが，
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在圃期間の短縮による夏作物への悪影響があれ　それを

軽減するために晩播適応性品種の選択や耕桓法の改良も

必要となる．

鳥作

－1‘∴
洲『鮭鷹瑚利和印潮解豆ク頓量

ドリ′レβ区は前二者の中間的をもので，麦，■大豆とも

様式中では多収を示し，収量的には満足出来るが，夏作

の鋸械化栽培は不可能で，作業の単純化と省力化の点か

らは不充分である．

以上のことから＼麦一大豆裏作の小型機械化は間作維

持の形で可能であるが，将米の省力多収の方向からみれ

ば中途半端であ少，生産性の飛鰯的同上には，間●作を廃

した作業の単純化と共に，大型機械化一貫作業のための

作付様式と栽培法の体系化を行わねばならなレ・

大　豆　新　品　種「白　目　長　葉」に　つ　い　て

土井健治郎・佐々木邦年・古沢典夫

（岩　手県鳥試）

t　　ま　え　が　尊

大旦増収法の一つとして．野植栽培が，非常に効果的

で．岩手県北の現地試験の結果では107－ル当少，自自

民案で6価．5鞄の多収も記録されている．如何なる栽培法

に於ても．同様であるが．特に，智植栽培の地合には，

品種の適応性と云うことが．最も大切で．とくに．革型

AJ型の様な早生で蔓化性の低い倒伏し難いものが要望

される．

岩手県に於ては，北海道ユタ導入された十勝長葉が最

も通し，収量を上げている．しかし，十勝良妻は粒が小

さく，　色が膿胸で．品質的には極めて不良のため，販

充用として．不利な品種である．従って，野棺に適した

白目良質品種の選抜が急務となった．岩手農試ては，昭

和試年度工少，県北地帯の在米桂として．栽培されてい

るものに，長集の白目良質のもの徴見出し，野植適応性

を検討しながら．選抜固定を行った結果一　昭和租年度よ

少智植用大豆品種として，奨励品種に編入した・

2．品種来歴と特性の概要

項 目　　　　　　　　　 白 目 長 兼 の 特 性 の 楔 賓
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昭28
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柴
赤
多 腐 ｛l 濃渇

衆防号
第邪　号 7．三方 10．3 伽．0 1．1 22．1 乱l．9 三分．1

紫

一戸町在米

種 よ少選抜

岩 手
】農 試 昭38 7．j汀 10．5 盛．3 2．8 18．5 2汀．8 舷．4 緑 自 中 白 中 暗尚

　 日

品種

子　 実　 の 萎

化

牲

紫

苑
病

黒
痘

病

適　　　　　　　 地 特性と栽培上の注意
色
l
肥 色 形　状 大　小

十勝長棄

l柏姐

】
暗・腐 球 小 極　低 やや多 強

山間高冷地帯，平坦地

の苫播栽培用，麦前作
用 （自給用）

極早．短群，蔓化しにくい．子実

は小粒で昂質はよくをい．顎播く

釦×5亡兄）で秘めて鍬

白日良妻 昔 日

l

無

（白目）
球 中の大 鍵　低 中 強

十勝良案に準ずる暦拷

向き（販売用）

観 短梓，美化しにくい子実は
急談 ，篭 緩 緩 怠

．て多収


